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導浚管惫密惩（灯慈うの試作

索火灭字栘理付 今 野 HX

3 仙 電 子 ラ イ U の 立 制 縣 A こ；K i  C ，( こX 踅カイ瓦相篇̂ 附反?义き.及射電幻 

翁 ± 、£ ⑴こ）のm ^ t m w m ? A ^ 平_ 匕，h c s 闬專衷管の燴設、卯反阐〔s f ,  

7 T ス：W h / o v e .  a b s  ) 集淡笮显沈，に紀刀分害1j l のび岭茅抑t わf u  M て。し力、し，蕃邊 

管聂密慈（> x 下它ト疼とルす）A T は故米と同禕の水冷方式の起刀、、、艰H  K てみ。この忽 

U 崁な^ 何，德丨f ] 開格後約2へ3 冬間て、' 务換しマ(7 M U ；肩钮の為丨：水残、 險性ヵr め 

k こ0 楚丨水> t しマ“ で，風令で、嫂 I f ] 妃来んY らば, 從來 q 立/ 汶胗す厶必娶K  

’ 小' くて良いのm  t ウミ、、ノフ̂ 外周金属の、■ え尊が;含、く, 剖 ^ ^ ノ令險' m v M ト、知 '、 ^ i i  

中土した。この対f t して、⑴ 從 東 F 您の文ラミ、、へ？の 外 周 を 钡 ハ 癸 熱 （耐及）

^誠べ:な。 ⑷聂密容乃構遠を筘竿U してI く各全广士、物 S作々。 ヒ0卷 U 2徒幾の兹令 

•作0 、試 發 m ったので、>x下简竿(ミh 持呆令极すみ。

§ 2 職 成 驗

從农0 R F 怒の玟茛ふは兰奏贺钱水試昨し，搜 9 / 韓趋は章化人字で，試；介し、マイフI〕 

玻 U  i ろ癸熟仪尨を_ \ 、 h  R ド怒は:t 又定格、杯T 反ニ 7 ^ H W であみ: ^  .冬来の授用蜷唧 

於ぐm \ a ; ラインm 為に、今 最 高 r i w 令n 試敗を行った。

I ) 試作 R 卜窓' の橄‘

R 卜 玆 9秦 造 I i  0 客のでラミ、ゾクり前貰 U A 4?i y A 4 7 1の2被 1H 受Fft

し. 見クミ' フ 巧 關 ト ヘ リ コ フ し 、v フ. でシィレすふ方式H t f ] した。 之M U 筠を半釗亇に  

して仆h 厶利点 I あウ，す 达 （因之）3え 沃 $ h t r , と、く 0 エ 湯 m M 厶ネ!丨、をj r あみを 

面 ，戈ラミック(ご金み^ あ ろ U 帝i'T丨J 途中で '割 R み欠忐 J\V) V , i  0 欠点、について丨；、で 

ラ ミ 、ソ フ の 表 面 を 键 面 ド 狂 上 1ブ7 こ後u # グ〜ゴ“ 。C で、再襄圪くこヒにし厂こ。 こ レ 廷 果 . 

辦^ け 卜 ）しフ i 、的 “ ： w N / 紙 ょ じ し た 犄 ，スマーサ〜の肩ろ^ ふ々久公〜/、/— U すh ぱ  

もチ0 j： ニ |、H  U ら、， 1 ’） , 真 冬 的 (こも)V |；H ハ' い。 との時 0  1 爪s .  L o s s
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u  o.ok db r あ っ た 。ベ の す r 、#   ̂ r  f 穷' の 内 囱 令 鈸 ス ッ \ ニ 3 メ し た 物 と  

し ゲ ぃ _ とr、义窀力て 1 癸 熱 の 裏 い を 刺 足 し た 。 又 ，W 電 力 試 埃 中 は い つ で ' t 代 货 / r人 

o 令 抑 パ r ， ら ふ り u マ 又 个 将 装 ！ f 取 り a け た 。

部?！のスA•—ブ一

尺F;t

モ: I

) m 試 作 奸 & の格@

z ) 三羑奄機;製 R F 良 

( 朱から使！f l し 了 い F 怒匕同一む么(® 3) ひ

わみ。 ご^)忍 の fo  t  2KHz - u i でh バ ニ

?mM  ̂ €卞 測 は 71く令C l0 斤ノJ 力、ら 風 い 义 J イ、了け . 讲の 

0 か b 馨十S 神 入 し ，了 /1 で7 ミックの真上に

こ の 湯 合 温 塵 11^ マ ン す 一 代 令 i p $ K  

る こ c 1ゾ “ / A ' 待 觫 湯 所 W 突:る f： 3 1 1至 ， 士み每 

m^] t し て （i 一 応 知 い U X ぐ 5 ^ 。

3 ) 破ノi 試故 :t 率ぬ路糸 

立务)幻關か撖も务囡 4 丨しナ、可。 R ト慈A

遇 の よ り （こ>5ニ/& Iミ2イ し た 。 このll f̂の 

^  vswR nf,  i^HHz - u z  r  h っ厂て。 肉 

面 l  S h ；r 又て、、W反し、中闪$ ン—T モし\

う一 /T、。ンフ。r 〜 i dパT崎 代 夺 ぐ 拼 穹 し ， 、j  

如 ：マ 又 介 科 疼 硬 し （ト フ の 監 視 と 代 、

贫び、スの今脾“ 1バく。
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§ 3 . 入 射 則 》、! 温彦杼住.涼果

刺足は2 ©I:公丨ア{行ン厂ニ。 刺見丨）沣则に紙作R F 窆' め义ツキした物K 桃方に乂ツ 

气し9 いm 、齡 € しrく場’‘  m 幻汁削に乂ツキしT: R 卜慈& . 把 t  u ミ 魏 機 、製  ̂ R

p 隐 ^接綠し厂て為合  ̂ i u 介け ( 刺足し广こ。こ の 爆 合 し阑淚数を数ppsから吨め 
てい、' '  真冬八吕棉り( r ”Toけ<\、u入フ/•てら 入 刀 丄 畀 ，t r . 窓の逼庚於突全に飭相 

すみネで’す令時内をす（了 r 别えし厂こ。

D 刺走 1 の玲果

银 乂 ツ 夭 ト し 广 て 傷 合 と し マ い 場 合 で ' (}、患 の 温 廣 沢 州 ㈧時舌m  i q 彼 の 至 ， 也 ^ 。 

こ れ 4 、 徒:表文ラミックK f 熱 す み 务 iこ水冷^ '必 i r *わ る と オ え て い つ 力 r ど り 1 1:りで、 

く ，り;P W D ス 1 ^ も の 外 ： 度 差 t し て 表 h a て い み 1 1 1こ 忍 り 。 乂 ツ 气 を し ^ ^ 、っ 

h  % l i  t A ぅMM/〜 ヶ MW u 丄 寻 宁 放 愛 a 義 マ ラ ミ 、ゾク取(自左りよう、' 減 K 方 を し た 。乂ッ 

矢 し た 奢 ' a  o へ ぐ MW/ u 急、上 寻 ご t ：て 己 筱 货 寄 を 主 •じ々、か っ た 。 こ0 通 度 波 L K 古果を
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g u 試イは F t の還度特性

2) 刺定之の恭果  

刺 /IJ古 果 (-、t、1 。こ0 诗菜力、らもゎ乃、ろ 

ように三曼電機、4 式作し/̂ ！! 'は、凤冷^之すパぽ 

十令搜两可他とぃク持論^导た。
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§ ナ ■ 终

1 剿 t U 当 う に 州 1! 双 夺 浲 k 三 参 賴 ，上f 秦 1 4 本 高 周 浪 鈐 木 ス  

K 0 3 れ、こ偷幻してい/く/ ^ いk こ t  U 環く威 I射いf c し孓す。

§ 4  . 残、w r 又にっぃて

12U〜図10にぞの結果s ホす。囡 剎 定 I の和十で、約 IMW入った睛舌、で'人5 ぐ真冬 

のJ、らっM 主:じ、た 時 す マ 厂 ;則 え ぐ あ み 。 と 台 果 ろ #くう,3、らつさ次 f l のマスバア一ンヒあ 

f j 雯れヵ\'V刀、っk カぐ， ご く わ す れ （ミマスアン八、一 /̂  - Ĥ o x 攸ニ co之の t>フ， 入さぐゲ

っ，て接廣V ho Pz 0 次1: 因 で7 ミックハ令 I f u : 备 1こ慈^欠 換 し た 次 0 代 I f  /T又 t h h .  

との真冬 /1 r の 汽 贸 r ス （、ゝ（J 劣ざ' s h / r 又力\>\っ x い 6 。 f パ八m  ^ ク广ゲ廿ノバ'，入った巧、 

f 冬 祭 し て ん ,て。 S ね、、人 Iネ す を ' S t P &， p i  ( -分 解 す h » S U つ 、' て i夺• 32• 。’ ンf 

の じ し ; ， げいふ丁してi a ( u u  く v ノてい 4 い 免 と マ 尺 讀 t u 沖 つ 1こくい天系と 

いう点』、ら す ‘ と ' マ ス 32 d o : ) と 34 (， バ0 . % )  I? 0 2 に蘭建した物の订た|玍沢あ 

4 。 又 、 F  i l 银 b 5 A r しゃすい急U こ一'部 I i バ冬F  , A ネF 2 の的 W 灰ん力、ゎ 4 い（f ^ u| / T 入中 

(7)11.0ヒkk' iA  H F  S 於 成 す h 可 訖 性 ^ f ) な 。 又 、F 孝# ^ しTマスアン八' 一 （今 ぬ I f  

と も 患 七 h ろ， . こh u つ ぃ て u t し 7 チ 高 〉代 曼 ら “ い為ツ^ いよう u 思 う 。就 練  

び、らマスアンノぐ一ぇ。 f 囡 7 よ ’j 又 j  く ゲ っ て い ん 所 か 、b、 I I F と し て 一 部 ホ 内 い 代 f f iし 

て い h 可於往力r あ 6  0 . >又 (ミIき u 卞 定 の k 入 っ rく時のでスパフ - ンでめろ。 ミの的'、を、 

て、、(よ窝、の發髮M r 人 ぐ く マ っ て J た 愚 に H ^ y do, c o . ガ ス j  くマウノ c ^ h 4 ⑶ u 又 部 減  

す し た よ V n V w ,  H ?  t 《スアン八 ' 一 w  m  了は旅だ：として代賓していら。
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